
市 長 記 者 会 見

令和４年７月５日



直近一週間（６月27日～７月３日） ５８件搬送
（昨年同時期 ５件）
※うち６割 高齢者

✔ 暑さを避ける
✔ のどが渇く前に水分補給、塩分も
✔ エアコン使用中も扇風機、換気扇を併用し、こまめに換気

など

熱中症に注意!



案 件

１ いわき夏まつりについて



いわきの夏まつりが３年振りに開催されます。



実施日 行事名 時 間 実施場所 開催規模

８月４日（木）
湯本夏まつり
金魚つかみ大会

18時～20時
湯本駅前 ブロンズ通
り特設プール

・従来どおり開催予定

８月５日（金） やっぺおどり大会 19時～21時
常磐湯本町
成田山下～一番町通り

・従来どおり開催予定

８月６日（土）
７日（日）

いわき七夕まつり
【テーマ】
出会いの七夕

10時～21時 いわき駅周辺商店街 ・１日短縮し開催

８月６日（土）
第67回いわき花火大会
【テーマ】
Ｒｅｂｏｒｎ～復活の日～

19時～20時
小名浜
アクアマリンパーク

・開催時間の短縮
・打上げ花火数の縮小
（従来 １万発⇒６千発）

８月８日（月） 第41回いわきおどり
16時25分～
19時１0分

いわき駅前大通り
・開催時間の短縮（４部→３部）
・踊参加者の人数制限
（１団体100人以下→50人以下）

令和４年度 夏まつり 開催予定一覧 （１／２）



８月14日（日）
15日（月）

第67回
いわき回転やぐら
盆踊り大会

14日：盆踊り大会
17時～21時

15日：前昼祭
15時～
盆踊り大会
18時～21時

JR内郷駅前広場 ・１日短縮し開催

８月16日（火） 四倉鎮魂・復興花火大会 19時～20時 四倉海岸
・開催時間の縮小
・打上げ花火数の縮小

８月17日（水）
いわき湯本温泉大仮装
盆踊り&花火大会

19時～20時45分
温泉通り
（さはこの湯前）

・従来どおり開催予定

８月20日（土） 夏井川流灯花火大会

流灯
18時40分～20時30分
花火
19時45分～20時30分

花火:平鎌田夏井川
河川敷
へいじんばし

流灯:平神橋下
・従来どおり開催予定

８月20日（土）
なこそ夏まつり
鮫川花火大会2022

19時～20時 鮫川河川敷 ・従来どおり開催予定

７月16日（土） 海水浴場海開き式
薄磯、勿来、四倉、久之浜・波立

10時～11時
メイン会場
薄磯海水浴場

・詳細については検討中
・海水浴場開設期間 ７/16～８/５

実施日 行事名 時間 実施場所 開催規模

令和４年度 夏まつり 開催予定一覧 （２／２）



市民の皆様へのお願い

市内夏まつりは、各実行委員会が、新型コロナウイルス感染対策を行い

３年ぶりの開催となります。

来場される市民の皆様におきましても、基本対策を守ると共に熱中症に十分
注意の上、いわきの夏を満喫頂きますよう、お願いします。





昨夏の感染状況
（令和３年９月21日 第94回県新型コロナウイルス対策本部員会議資料）



案 件

２ 「常磐地区市街地再生整備基本計画」（素案）に係る
市民意見（パブリックコメント）募集について



市街地再生に向けた検討背景
湯本駅周辺では、空き地や空き店舗の増加により、市

街地の空洞化が進行し、まちの賑わいが低下

本市の観光地である「いわき湯本温泉」では、東日本大
震災以降、観光入込客数が減少

湯本駅周辺に立地する公共施設の多くで老朽化が進行
など

市街地再生に向けた検討が急務



市街地再生に向けた検討経過

令和元年度から常磐地区の市街地再生に向けた庁内調整
を開始

令和２年８月に公民の関係者で構成する「常磐地区まちづ
くり検討会」を組織し、市街地再生に向けた検討に着手

令和３年５月に「常磐地区市街地再生整備基本方針」を策
定・公表

基本方針策定後は、まちづくり検討会内に設置したワーキ
ンググループ等で、方針に基づく具体的な施策を検討

地域と行政にて検討を重ねながら、市街地の再生に向け
た基本計画（素案）を作成



市街地再生に向けた検討経過
 検討の様子

HuLabo❶の状況 HuLabo❷の状況

HuLabo❸の状況

常磐地区まちづくり検討会・HuLabo（地域団体）

じょうばん街工房21 いわき湯本温泉商店会連合会

常磐地区まちづくり懇談会 いわき商工会議所

いわき湯本温泉観光協会 いわき商工会議所常磐地区委員会

いわき湯本温泉旅館協同組合 常磐方部PTA連絡協議会

いわき観光まちづくりビューロー 常磐地区文化協会

常磐湯本財産区管理会 常磐地区体育協会

常磐湯本温泉株式会社 いわき市社会福祉協議会常磐地区協議会

常磐地区行政嘱託員協議会

これまでのワーキンググループ等の資料やご意見については、
市ホームページに掲載し、常磐地区の市街地再生に向けた取り
組みとして情報発信しています。
【URL】
http://www.city.iwaki.lg.jp/www/sp/contents/1599438023049/index.html

【QRコード】

http://www.city.iwaki.lg.jp/www/sp/contents/1599438023049/index.html


市街地再生整備基本計画（素案）について
 これまでの検討を踏まえ、２つの基本計画（素案）として整理

① 常磐地区市街地再生整備基本計画（素案）【全体計画】

② 常磐地区市街地再生整備基本計画（素案）
【多世代が集う交流拠点施設基本計画】

「常磐地区市街地再生整備基本計画」（令和３年５月策定・公表）に掲げた
市街地再生の目標である「駅周辺の再編と交流空間の創出による市街地の
再生」を実現するための具体的な取り組みをまとめた全体計画。
本計画にて、市街地の再生に向けた９つの取り組みを位置づけ。

取り組みの１つである、ＪＲ湯本駅前の「多世代が集う交流拠点施設」につ
いて、整備コンセプトをはじめ、導入する機能や規模、施設づくりの考え方
などを取りまとめたものであり、施設整備の基本的な指針を示すもの。



市街地再生整備基本計画（素案）の概要
 湯本駅前における交流拠点施設整備の基本的な考え方

「温泉」と「フラ」を活かしたにぎわい・交流の源泉づくり【メインテーマ】

【コンセプト（基本的な機能）】

• いわき湯本を魅せる場
• 市民が学び、観光客が地域の歴史・文化に触れられる場
• 新しい情報に出会えると期待がもてる場
• 本市のランドマークとなり、情報を発信し続ける場

まち庭
MACHI NIWA

• だれもが居心地がよく、ふらりと訪れたい場
• 市民と観光客の交流が生まれる場
• 市民の様々な活動を支え、また意欲をかき立てる場
• 市民が気負いすることなく、気軽に相談できる場
• 安全・安心な暮らしを支える場

【ランドスケープコンセプト】
≒ 広場などの空間のデザインテーマ

地上部や施設に、共用の広場やアトリウム空間の
「たまり場」を設け一体感を醸成し、全体で居心地
のよい「まちなかの庭」と感じるような空間の形成

人のたまり場➊ 情報のたまり場➋



市街地再生整備基本計画（素案）の概要
 市街地の再生に向けた９つの取り組み

① 交流拠点施設・駐車場整備事業

② 湯本駅前街区・駅前交通広場整備事業

⑤ 湯本駅前緑地・御幸山公園整備事業

③ 市営住宅天王崎団地跡地利活用事業

⑥ にぎわい再生事業 ⑦ 観光地域づくり事業

⑧ 滞留拠点整備事業

⑨ 魅力ある街並み空間整備事業

④ 公的不動産利活用事業



市街地再生整備基本計画（素案）の概要
 市街地の再生に向けた主な施策

① 交流拠点施設・駐車場整備事業 ② 湯本駅前街区再編・駅前広場整備事業

」

駅前がたくさんの賑わいや新たな交流が育まれる場所となるよう、「人と情報のたまり場」をコンセプトに民間と
公共の機能を複合的に配置した交流拠点施設の整備を進めます。
整備にあたっては、土地区画整理事業の活用による基盤整備を進めます。
また、交流拠点に隣接する駅前交通広場については、快適性や安全性の向上に向けた環境整備を進めます。

⇒官民連携で以下の施設をつくる
（官）老朽化した公共施設（支所、市民会館、図書館、公民館、関船体育館）
（民）温浴施設、カフェ、食料品店舗等

出典：じょうばん街工房21



 湯本駅前における交流拠点施設整備の基本的な考え方

交流拠点施設
整備検討区域
(A≒0.4～0.45ha）

土地区画整理事業
検討区域
(A≒1.4ha）

歩行者動線 自動車動線

1. 湯本駅からのシンボル性、視認性を確保した
配置

2. 交流拠点施設と緑道、広場と一体的な空間と
なる配置

3. 交流拠点施設の機能同士、また隣接する民間
ライフ機能との交流を創出する配置

交流拠点施設（各機能）配置の３つの視点

市街地再生整備基本計画（素案）の概要

注： 具体的な機能の配置などは、今後の事業者からの
提案等により決定していくものです。

注： 事業導入に向けては権利者の方々や関係機関と協
議中であり、決定したものではありません。

注： 施設整備や基盤整備検討区域、動線は現時点での
イメージです。

駐車場整備
検討区域
(A≒0.2ha）



市街地再生整備基本計画（素案）の概要
 市街地の再生に向けた主な施策

」」

⑥ にぎわい再生事業

駅前や温泉街の各拠点と併せて、周辺エリアの魅
力も高められるよう、立ち寄りたいと思うお店や
場所を増やす取り組みを進めます。

⇒空き店舗のリノベーションなどで雰囲気づくり

出典：リゾLAB

「いわき湯本温泉郷」のブランド力を高めてい
くため、効果的な発信方法など、地域ブラン
ディングを進めます。

⇒地元の人の力で発信強化！

出典：いわき湯本温泉観光協会Instagram

⑦ 観光地域づくり事業



市街地再生整備基本計画（素案）の概要
 市街地の再生に向けた主な施策

」

観光客をはじめ、地域住民も楽しめる、居心地の
良い「いわき湯本温泉」のシンボルとなるような
拠点整備を進めます。
⇒景観整備、歴史・文化を学べる機能を導入
※市営住宅吹谷団地跡地も一体的に活用を検討

出典：じょうばん街工房21

夜間景観の演出などの景観ルールづくりや道路
の無電柱化など、地域住民が誇りに思い、観光客
が浴衣でそぞろ歩きできるような街並み整備を
進めます。

出典：写真AC

⑧ 滞留拠点整備事業 ⑨ 魅力ある街並み空間整備事業



 募集の内容

市民意見（パブリックコメント）募集の概要

１．募集期間
令和４年７月７日㈭～令和４年７月21日㈭

２．資料の公開場所
都市計画課及び各支所の情報公開コーナーに設置、市ホームページに掲載

３．意見提出方法
任意の様式に、①意見、②住所、③氏名、④電話番号を記入
都市計画課に直接持参するか、郵送、電子メール又はＦＡＸにより提出

４．問い合わせ先及び提出先
〒970-8686 いわき市平字梅本21 都市計画課（本庁舎６階）
電話 22-7513 ＦＡＸ 24-4306 ﾒｰﾙ toshikeikaku@city.iwaki.lg.jp


